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人工生産アユの冷水病発生状況調査 

  

沢田健蔵・杉本善彦 
  

 徳島県栽培漁業センターで生産され養殖業者に配布された人工生産アユの冷水病発生状況を平成 8年

4月～10月にかけて聞き取りにより調査した。 

結果 

 表 1 に聞き取り結果を示した。聞き取りを行った 23 業者中人工種苗のみを飼育していたのは 7 業者

でその中で 3業者に冷水病の発生はなく，4業者で発生が見られた。琵琶湖産種苗と一緒に飼育してい

た 16業者では，琵琶湖産種苗全てに冷水病の発生が見られたが，4業者で徳島県栽培漁業センター産人

工種苗に冷水病の発生は見られなかった。人工種苗は一応通路等で隔離された池に収容されていた例が

多かったが，感染の防御効果はなかった。しかしながら，発病までの経過日数は長く，40日以上の例が

多かった。 
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表 1－1 人工生産アユの冷水病発生状況調査結果 
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表 1－2 人工生産アユの冷水病発生状況調査結果 

 

 


